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と
し
て
よ
び
た
い
。

こ
.

の
よ
う
な
，化
右
化
現
象
.

に
つ
い
て
は
；、
.

'

す
で
に
先
進_

'

イ
ギ
リ
^

の
農
村
市
場
の
特
権
都
市
化

(

農
村
都
市
の
上
昇

■'
■

.

V

-

.

. 

.

(

注
5

ン
 

' 

、

転
化
/
:)

(

と
い
う
事
咦
に
つ
い
て
大
塚
久
雄
氏
等
：に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
、る

と

<!
:.
.
ろ
で
あ
り
、
さ
ら.

に
最
近.
大
塚
氏
の
揭
起
し
て
い.

る
.オ
ラ
ン 

ダ
型
® :.

易
国
家
の
構
造^ .

滞
的
国
内
市
場
の
：型

に一：：：

つ
；の
典
型
を
見
出
す
こ
と
が
で
r

v

,■
特
に
最
後
の
発̂

:

:
• 

■ 

' 

- 

- 

. 

.

.

:■
.

.

■
.

.

'

■
' 

一
 

' 

入'
.

-

,

 

-

行
く
イ
ギ
リ
ス
型
に
対
し
て
、
：
オ
ラ
ン
ダ
型
で
は
農
業
制
度
の
停
滞
性
と
も
関
連
し
；て
国
内
市
場
の
：拡
大
が
徐
々
に
し
か
進
.

ま
ず
、
こ
の
為
市
場 

構
造
は
あ
く
ま
で
中
世
都
市
を
中
心
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、.
従
来
機
械
的
に
理
解
さ
れ
が
ち
の
一
一
つ
の
道
の
発
想
を
こ
え
た 

新
し
い
問
題
意
識
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

つ
ま
り
こ
の
.

植
：の
構
造
停
滞
型
は」

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
ツ
ャ
型
で
は
勿
論
な
く
、
.

そ
う
か
と
い
0

て
員
#

の
ァ
メ 

リ
ヵ
：型

(

イ
ギ
リ
ス
型)

で
炖
な
い
。
強
い
て
い
'

え
ば
後
者
に
近
い
と
し
て
も
厳
密
に
い
え
ば
.

、
や
.

は
り
質
^

 

こ
の
よ 

う
な
両
者
の
中
間
的
な
型
と
し
て
の
オ
ラ
ジ
.

ダ
型
は
.、
先
の
グ
ラ
ッ
^

マ
ン
め
所
論
を
照
ら
し
ム
ロ
わ
也
る
ど
ぎ
，に
、
_

単
^

オ
ラ
ン
ダ
の
み
：な
ら

. 

■
■ 

. 

• 

■ 

:
 

• 

,

'

(

注
17)

.

ず

、

。：
ョ

ー

〒

ッ

パ

太

陸

に

H

 
く
み
ら
れ
る
型
で
あ
り
、、
特
に
西
南
ド

\

■

ッ
に
つ
い
て
も-

の
型
を
想
定
す
る
と
と
が
妥
当
で
あ
る
。

：

と
こ
.ろ
で
大 

塚
氏
は
ご
の
構
造
停
滞^ :

オ
ラ
ン
ダ
型
を
中
他
都
市
：に
農
村
エ
業
め
担
い
手
が
吸
収
さ
れ
る
型
で
表
現
、し
：て

.

い
る
が
、
私
は
：こ
.
れ

以

外

：
に

農

村

内

.

.

.

.

.

. 

.

'

■.
.

.

■

:

ニ
.

:

:

;

'

.

.

.

.

:

'

-

:

.

.

.

.

.

:

.
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注
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.

か
ら
自
生
的
に
成
立
し:
た
農
村
市
場
が
、1

町
化
;1.

: '

さ_

中

世
|

化
す
|

い
1

|

そ
し
て
こ
の
型
こ
そ
私
が
化
蔣
型
と
名
づ
け
る
類
型
な
の
：で
あ
る
。
こ
め
.

化
石
型
の
名
称
は
す
.

で

に

西

南

：ド

イ

ッ

及

.

び
：中

部,

イ
ッ
地
代
莊
園
制
.

■
1
.
 

.

:(

t

9

)

 

. 

- 

•

に
ら
いy

ベ
ロ
‘
ゥ
や
リ.：

ュ
:>

ゲ
が
与
え
：た
も
の
で
あ
る
が
、
セ
れ
.
は

地

代

，荘

園

化

し

て

V

る
と
い
：う
前
進
的
侧
面
と
、
に
も
拘
ら
ず
そ
の
体
制
が
決 

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
ァ
市
場
町
に
っ
‘

ぃ
て
㈠

.

.
 

.

一：九
.

(

ニ
：一
七)

'



提定住

成:̂
J 凝

農 H 城と農村 荘 _ 庁
修道院:，

教...'会
城

萍 市
場
町

都

市

市

町

郡

市

市
.場
町.:

都

市 '
市
場 .
.町

都 市
場
町

都

市

市
場
町

10 C ■: 1
l i e 1 1

' 12 c 1 1 2 1
13 c : 6 2 1 5 1 5 1 7 2
14 c 8 2 5 1 1 1 1 1 1 2 1

4 5  c 5 1 1 1 2 2 5
16 c 6 1
17 c 2
18 c .1 3 2 1 -

19 c 19 2 1 1
20 c 10 i へV' ' し

計 45 20 8 1 8 ' 4 9 2 8 2 13 8
E. Keyser, Rheinisches Stadtebuch 1956 _ より作成9

並
ん
で
市
場
町
や
農
村 

市
場
も
存
在
す
る
こ
と

は
、

室

表
(

ザ
ク
セ

:

ン
>

第

三

表

.
べ
へ
ッ
セ

-

ン)

、

第

四

表

(
ラ
イ
ン

ラ
ン
ド)

'.

を
み
れ
ば
明 

S

25)

.

.

ら
か
で
あ
■.

る
。

本
稿
は
以
上
簡
単
に 

考
察
し
た
西
ド
イ
ツ
市 

場
構
造
の
構
造
的
停
滞
'

_ 

性
に
つ
い
て
•

の
仮
説
. 

'

を
.:
.

'

西
南
ド
イ
ツ
と
ほ
. 

/

 

ぽ
同
じ
化
石
型
農
業
制 

度
を
も
つ
と
：い
わ
れ
る 

:

中
部
ド
イ
ツ
の
史
実
に 

即
し
て
、
ょ
り
厳
密
に 

「

検
証
す
る
こ
と
を
課
題 

と
^

た

ぃ

。
.
と

く

に

大

ニ'1 

0

ニ 

九
さ

近
世
初
頭
中
部
ド
イ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
：に
つ
1>
V

B
定
的
.

に
：崩
壊
汜
な
い
と
：.い
ぅ
保
守
的
侧
面
.

の
矛
盾
し
た
5

第 二 表 Sachse〗

Sachsen, 4 Bd.s Blaschke, Historisclies Ortsverzeichi 
り作成。 _

KarlV
1957

し
て
使
用
さ
.

れ

て

い

，
；
る

.

の

で.
あ
■

る

。''
そ

し

て

先^
.

あ

け

た

農

村

市

場

.の

中

世

都

市

化

フ
て
-
1'
.'.
.

■
:
.』

.
：

:
■'
-
■■
.
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■ 

-

.

'

と

：
い
：
ぅ

型

は

->
.

そ

の」

、
ー
面
性
，
の

故

に

農

業

制

度

に

お

け

る

化

石

化

現

象

と

対

応

す

る 

市

場
.§&造

の
.

化

石
[̂
.
と

し

て

名

つ

け

■

る
こ
と
.

が
■

，で

き

よ
^

v

、
こ
，
.
の

よ

ぅ

に

構

造

.

^

2

滞

V. ' 
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.

.
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_
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V. 
.

.

型
の
市
場
構
造
ば
中
世
都
市
型
と
農
村
市
場
の
化
石
型
と
^

大
別
さ
れ
る
が
、
さ
ら 

に
：こ
.：の
；中
間
に
半
中
世
都
市
型
と
：も
い
ぅ
べ
き
中
間
形
態
も
存
在
す
る
.

の

：
で

，
あっ.

(

.̂
20
ノ

て
、
グ
.

ラ
.

ッ
.

ド
，
.マ
ン
.
.の
.

指
摘
す
る
小
河
川
の
.

溪
谷
の
'

傍
に
成
立
.ず
る
小
都
市
群
も
こ
. 

れ

匕

入

る

。

グ
、
ラ
ッ
ド
一
マ

.

ン
は
ヴ
.
'

ュ
ル
テ
ム
：ベ
.ル
ダ
の
極
小
都
市
四
十
五
の
内
半
数

以
上
が
か
か
る
位
置
に
ぁ
る
も
.
の
ヤ
：
内
：
11

十
が
河
川
に
突
起
的
に
突
き
出
た
形
を

_ 

(

注21)

.

な
し
、て
い
る
と
じ
て
い
る
。
ま
た
：最
小
都
市
六
十
ニ
の
内
、」

一
一
十
三
が
小
河
川
の
傍

:
(

注22
>

で
.

、
内
十
が
突
起
的
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
5

な
定
住
は
.

マ
ィ
ン
•
へ
ッ
セ
ン 

地
方
.

で
は
渓
谷
集
落

T
a
t

と
よ
ば
れ
て
お
り
、
ダ
ラ
ッ
ド
.

マ
ン
の
い
う
よ
う
に
、
近
隣

、vf
e
3)

の
商
品
交
換
の
市
場
と
.

し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
.こ
の
他
大
塚
氏
の
い
う

•
 

'

'

•

 

,

中
世
都
市
型
が
古
典
的
な
中
世
都
市
に
代
表
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
中
世
後
期
に
社
会

的
分
業
の
進
展
に
伴
：っ
て
、'
農
村
の
傍
に
様
々
な
形
で

(

特
に
ブ
ル
ク
と
の
.

関
係
で)
建
設
さ
.れ
る
小
都
市
も
こ
の
半
中
世
都
市
の
型
に
含
め
う
る
で

、f

e

24
ノ
 

-

あ
ろ
う
。ダ
ラ
ッ
ド
マ
シ
は
こ
れ
ら
三
つ
の
型
の
内
第
三
.
.

の
型
が
西
南
ド
ィ
ッ
に
お
い
て
は
有
力
で
あ
っ：

た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
に
は
以
上
の

■
 

•
 

-
 

•
 

.
.

.

 

-
 

*

よ

う

な

類
型
化

の

発
想
は
な

く

、

こ
の
第
一C

の

中
間
型
を
第
一
の
型
と

1

括
し
て
意
識
的
建
設
都
市
H

局
地
市
場
と
し
て
と
ら
え
て
い

る

と

い

え 

よ

う

。

と

こ

ろ

で

以
上
に
：の
べ
た
三
つ
の
型
に
よ
っ

，て
我
々
は
西
ド
ィ
ッ
の
市
場
構
造
の
構
造
停
滞
性
を
よ

く

示
し
う
る
と
考
克

る
が
、
こ
れ
と
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e
c
l
h
i
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d
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ラ
ッ
ッ

^ル
；，

の
農
村
市
場
自
生
説
ば
:
農
村
か
ら
の
都
市
f

生
的
発
展
を
交
易
条
件
と
結
び
.つ
け
て
、
良
い
交
易
条
件
の
農
村
は
必
ず
都
市
化
す
る
と
ハ
：ぅ
も
の
で 

'
考

、
グ
ラ
ッ
ド
マ
ィ
は

.自
生
説
と
共
に
：

交

易

奪

に

つ

：い
一
f

マ
？
 

R
i
e
t
s
l
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a
r
k
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I

 

s
l
,
l
s
9
7
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2
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Iチ
土 

ル
は
古
^

を
あ
好
:■■ 

'こ
の
内
ド
ィ
ッ
の
中
世
都
f

し
て
は
第
一
一
の
建
醫
市
が
典
型
で
I

と
し
文
い
る
。
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の
見
解
は
今
な
お
ド
ィV

学
界
で
は
支
配
的
で
あ
っ
て
、
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン

t 

1
論
最
新
の
研
究
£

い
て
も
、
っ
彼
：の
建
難
市
説
の
影
響
が
ぅ
か
が
わ
れ
る
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S

•
は
中
世
後
期
の
小
都
市
汧
究
の
す 

.

ぐ
れ
た
論
1
で
あ
る
が
、
,'
小
都
市
に
つ
>
て
自
生
的
発
展
を
主
張
す
る
キー

ル
.

「

マ
ィ
ヤ
ー
に
反
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し
て
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計
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@- 
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0
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グ
ラ
ッ
ド
マ
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は
バ
ィ
エ
ル
ン
の
市
場

¥
ル
都
市
的
性
格
が
強
い
の
に
対
し
、

シ
.

H

ヴ
ァ
ー 

ベ
ン
.の
市
場
町
は
大
農
•村
の
性
格
が
：強
く
V
康
畜
及
び
雑
貨
市
場
が
開
設
さ
れ
.て
..い
る
と
し
，

H

い
る
C
な
お
コ
ル
ン
ヴ
ェ
ス
ト
ハ
ィ
ム
に
つ
い

.て

は
A
u
g
l
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前
記
シ
ュ
ト
ー
プ
も
こ
の
：種
の
農
村
市
場
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
。S

t
8
b
,

 

a, 

a, 

0., 

s
.
1
7
,

但
し
そ
れ
ら
の
大
半
は
都
市
化
し
な 

か
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
の
地
方
の
特
殊
性
が
あ
る
。
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E
.

'or
a
d
m
a
n
n
,
:Dle 

stsdtlschen.siedKmg.en~v S.-.173,' SS. 

l

oo9-192,:siiddeu.tschland, 

.
B
dv'
.
l
, 

1.59 
丨171,. 1

8

V.1
8
4
.

リ 

I
.チ
.工
.ル
の
前

 ̂

書
の
他
に
 

p
r
l

 schel;. 

D
i
e
:E
n
tdteh

自g

^

す

(

13) 

M
a
x

 W
e
b
e
r
,

 

Kapitalismus u
n
d

 Agrarverfassung'Zeitschrift 

fiir die 

g
e
s
a
m
t
e

 

sta^tswissenscihaft, 

Bd. 

1
000
,: 

SS. 

M
4

 
丨446.

s

)

 

w

-
 

- 

T
O
- 

s

o

-
 

s

.

  ̂

 ̂

M

 
s

.

(

15)

大

塚

久

;^「

欧
，州
経
済
史j

百
四
十
九
！

E:

; .

米

川

伸一.
「

中
世

i

リ
ス
に
お
け
る『

衡
村
市
場』

の
成
.立」

社
会
.雾

史

学

V

一
十
ニ
巻
三
号
所
収
、
角 

栄

「

i
j
-1L
-
末
サ
フ
ォ
ー
ク
に
お
け
る
梟
村
毛
織
物
エ
業
の
発
展
と『

農
村
都
市j

の
成
立」

社
会
&
済
史
学 
一|

十

三

卷

ー

ー

号

所

収

。

同

氏

「

ィ

ギ

リ

.
ス

t
-r
^

-

工
業
に
お
け
る
ジ
ヱ
.ン
ト
リ
織
元
の
成
立
:1
-
:経
済
理
_

1
十
ー
号

-+
-
:ニ
^
 ̂

V

(

16)

大
塚
久
；雄

;'
-
1
ォ
'ラ
ン
ダ
型
質
易

_
家

0
形
成
ト
絶
対
王
制
の
構
造
的
停
滞
の

.
-類
型」

：.西
^

(

17)

ダ
ラ
ッ
ド
マ
；.シ
の
以
上
ず
紹
介
し
た
所
論
そ
の
も
の
が
-

社
会
的
分
業
の
進
展
に
伴
5

局
地
市
場
の
展
開
が
、
領
邦
諸
侯
の
中
世
都
市
齋
設
競
争
に
ょ
っ 

て
建
:,
^

'

都
市
と
な
る
と
い
ぅ
化
石
化
缉
象
の
一
類
型
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
し
'.

先
に
あ
げ
た
シ
.

ュ
ト
ー
プ
■の
中
世
後
期
の
小
都
市
論
も
グ
ラ
ッ
ド
マ
ン
の 

.

主
張
と
か
.

な
り
共
通
し
た
見
■

を
含
ん
で
い
:^
:

彼
は
フ
ラ
ン
ス
.

で
は
農
村
市
場
.

の
形
で
あ
ら
わ
れ
た
も
の
、加
、
西
ド
ィ
ッ
で
は
挪
市
收
性
格
を
も
つ
半
都
市 

ぼ
1
1
^

§

愛
^

;

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
、$.
ら

に

こ

、の
型
が
南
，
フ
ラ
ン
ス
に
も

]!

2::
く
み
ら
れ
た
と
し
て̂
^
 

S
t
o
o
b
,
;
a
.

 

a
.

 

0

 

S
S
.

 

2
6
-
2
7
.

■な
お
.フ
ラ
ゾ.

ス
に
つ

」

い
て
は
さ
し
あ
た

-̂
中
木
康
夫
，「

商
業
の
発
達
と
ギ
ル
：ド
制
度
_の
変
容」

：
大
塚
久
雄
他
編
著
：「

西
洋
経
済
史
講
座」」

一
巻
一
ー
亩
芄
十
丨
五

十

九

灵

誉

田

保

之

.

「

問
潜
询
度
と
>

-
ュ
フ
ァ
ク
チ
' ャ
ー
の
絡
み
.あ
い

-
と
く
に
フ
'ラ
.
.ツ
ス
絶
対
：五
政
，に
_
け
る
リ
ョ
.ン
の
ば
あ
い
I

J
同
講
座
ニ
卷

，
'百
九
十T

 
了

二

百K
K

:9
ド

f
ッ

に

づ

，
い

て

は

：諸

田

実

？

「

K:
ィ

：
ッ
：
農

村

工

業

の

展

開

_
_

ザ

ダ
：恭

麻

織

物

書

中

心

に

.

^」

，
瓿
学

^

.十
‘一.一
頁
"

松

尾

展

成

;i

建
的
危
機
.の
経
济
的
基
礎
I

ザ
ク
セ
' 

ンv

の
ば
知
い

_
_

」

.

西
洋
経
済
史
；講
座
三
卷

i

六
十
七
I

八
十
頁
。
.

18)

.こ
^
に

つ

い

て

：
は

附

表

第

 
ー4
表
:'
'

第

三

，

第

四

表

贮

妇

：ボ

る

.中
世
後
期
め
農
村
：

％

り
.

の
.自
生
型
氺
都
市
の
：発
生
に

注
目
玲 

い
て
f
 

采
稿
及
ぴ
近
い
将
来
発
表
予
定
の
ー
ぅ
近
世
物
頭
西
ド
ぞ
グ
の
鳥
地
市
場
^
を
参
厥
^
^
^
^ ̂

.

ッ
'

:
.

'

'近
世
初
萌
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
^

市

場

町

に

づ

い

て

：
！
：

 

> 

,

'
:

:

v

.
:.

:
'
.

.

.

.

.
:
.

:.

.

"

j

H

.

(

5

=:) 

'

■i
•ij
iti '■

I

■1
i

Ii
I
I

I1I
«1
1
: lI;
•?!

酿 . _I



.
一

頭

.

(

i
§
 .
ハ

(

19) 

G
e
o
r
g

 v
o
n

 B
elow'

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e

 d
e
r

 d
e
u
t
s
c

-rn

 L
a
n
dwirtschaft des Mittelalters, 1

937 

SS. 7
3
—
74, Friedrich Liitge, Die mitteldeutsche 

G
m
n
d
h
e
m
c
K
a
f
t
,

 1934, SS. 

202-203, 

Vergleich, 

Deutsche 

Sozial-und 

Wirtschaftsgeschichte, 

1952, 

SS, 

1
0
2
U
1
0
5
.

彼
は
主
に
西
南
ド
イ
ツ

■

の
グ
ル
シ
ト
へ
七
グ
ャ
フ
ト
に
つ
い
て
こ
の
言
葉
を
使
用
レ
て
い
る
が
、
中
独
に
つ
い
.て
も
こ
€)
現
象
が
あ
る
と
し
で
い
る
。
へ

，

' (

20)

.'
こ
れ
に
つ
少
て
は
，
附
表
第
ニ
：表
、'
第
一
:ー1表
'
第
四
衷
^,
参
照
ァ
特
：に
第
3;
表
の
：ぺ
ツ

城

!,
.
B
u
r
g
i

ft
a,
o

r

r
.̂ ©
/x
H
e
r
m
h
o
f
>
w

D
o
r
f
、

城
と
溪
谷
集
落T

a
l

の
.諸
都
市
、
市
場
町
に
注
a
。
な
お
こ
れ
に
つ
い
て
ぬ
先
の
シ
ユ
ト
ー
プ

' 

の
-論
文
が
、.
詳
し
い
：。
'
.
:
....

v

^

 

^

■:
•

:
:

.

 

..

■

.•..

■:
■

:

■

.

21) 

...
 R.. G

r
a
d
m
a
n
n
,

 ...Die" stMtischen. s
i
e
d
lungen/, 

S
.
145. 

、

§
 

e
-
F 

^

23)

.
 

H
.

 

Stoob, 

a. 

p
. 0., 

SS, 

1
01
1
1. 

'

24)

第

三

表

、

第

四

表

参

照

，。

^

Q
y
a
d
j
n
a
l
^
s
e

25)

第

二
' ^
は 

Karlheinz Blasclike, 

Historisches 

Ortsverzeichnis 

v
o
n

 Sachsen, 4
B
d
.,.1957 

ょ
？)
'
:
.
作
成
。
第
三
表
は 

Erich 

Keyser, 

sc.he s
t
M
t
e
b
u
c
h
'
1
9
5
7
..

ょ
'り
作
成
。;
第
四
表
は
...

E
E
i
c
h
.
w
e
y
s
e
r
,.

ぎ
 e

i
&
c
h
^

(

26)

先
に
も
指
摘
し
た
ょ
ぅ
に
、
：
こ
の
徵
の
農
村
都
市
の
.±

昇

転

化

(

化
石
湮)

は

，

西

ド

イ

ツ

の

，
み

な

ら

ず

：

イ
ギ
リ
ス(

ラ
ヴH

ナ
ム)

、:'
フ
ラ
ン
ド
ル(

ホ 

ン
ス
ト
ホ
ー
テ)

、

北
ブ
ラ
ン
ス

(

レ
I

グ
ル)

等
ヨ
ー

.：ロ
ツ
パ
.
の
先
進
地
帯
に
お
い
て
も
成
立
ホ
る
の
で
あ
り
':

逆
に
西
ド
イ
ツ
の
中
で
も

ラ
イ
.

ン
•

ヴ

H

 

ス
ト

フ
ァ
ー
'レ
ン
地
方
で
は
、
か
加
る
化
石
化
現
象
が
比
■
的
弱V
自
生
型
市
場

町
、
農
村
市
場
の
^'

範
な
成
立
が

^
ら
れ
る(

第
四
表
参
照)

。：従
っ
て
化
石 

化
型
だ
け
で
西
ド
イ
ツ
市
^
構
造
を
特
徴
^
け
る
こ
と
に
は
問
題
が
^
り
、
夫
"々

の
国
内
市
場
の
■中
で
中
世
：

g

市
場
体
制
と
近
世
的
市
場
体
制
の
対
抗
関
係
の 

内
に
；こ
：の
類
型
の
使
患
け
が
疔
れ
れ
る
べ
き
で
知
っ
^
、
程

見

の

差

ば

ぁ

れ

、
こ
"の
種
の
化
石
化
型
が
成
立
し
て
ぃ
る
と
み
る
べ
き
で
ぁ
ろ
ぅ
。
.私
が
西
ド
イ 

ッ
の
特
殊
性
を
こ
の
型
.で
強
調
し
.た
'の
.は
匝
ド
ィ
ッ
.の
大
部
分
で
は
.、'贫
進
地
方
に
比
し
で
、
こ
0

/

第

二

節
'

中
独
に
.

お
け
る
都
市
、
小
都
市
、：
市
場
.

町
の
，成

立

ハ

.

中
部
ド
ィ
ッ
は
西
南
げ
ィ
ッ
と
並
ん
，：で
地
代
型
グ
ル
ン
ト
へ
ル
シ
ャ
フ
ト(

化
石
型)

の
地
方
と
さ
れ
て
い
る
が
、
都
市
発
生
の
傾
向
に
お
い
て

.

•

:

1

注
1

)

U

も
両
地
域
は
大
体
共
通
の
傾
向
を
な
す
と
.

：い

わ

れ

る

：。

.

す
な
わ
ち
下
ザ
：
.ク
ヾ
セ
ン
の
都
市
の
型
を
研
究
し
た
ガ
.

ブ
リ
エ
レ
•

シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ
に
よ
る

,

と
テ
ュ
ー
リ
ソ
ゲ
ン
の
都
市
発
生
期
は
大
別
し
て

1

一
つ
に
わ
か
れ
''

第
.1

の
山
.

は

十

一

一

世

紀

末

か

ら

十

四

世

紀

迄

で

、
，
こ

の

.間

に

成

立

し

た

都

市 

.

は

領

邦

諸

侯

を

始

：め

封

建

領

主

に

.

ょ
：っ
て
建
設
さ
れ
た
も
め
が
多
く
、
,.
'

そ
め
多
く
は
.

ブ
ル
ダ
と
.

の

関

係

が

：み

ら

れ

る

。
，
こ

れ

に

対

し

農

村

か

ら

自

.

.■

ベ
;

.

(

注 

2

)

::
.
.

生
的
に
成
長
し
た
都
市
は
十
五
世
紀
以
来
％
ら
れ
る
が
、:'
:

:

全
体
と
し
て
は
概
ね
，建
設
都
布
の
方
が
優
勢
で
あ
る
：。：
と
こ
ろ
で
我
々
は
、
；.テ
ユ
ー
リ 

ン
ゲ
ン
に
^

い
て
は
適
当
な
史
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
丨
チ
ユ
丨
リ
ン
ゲ
^

ぬ
隣
接
^

於
仏
ク
ゼ
;.
^

い
て
は
、
都
市
発
生
に
つ 

い
て
ゆ
好
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
力
ー
ル
ハ
ィ
ン
ッ
.

*

ブ

ラ

、
、ゾ
ユ
：
ヶ

の

作

成

し

，た

「

ザ

ク

セ

ン

の

歴

史

的

集

落

簿

.
J

 

H
i
s
t
o
r
i
s
c
h
e
s

 

O
r
t
s
v
e
r
z
e
i
c
h
n
i
s
,

' 

、

. 

■

(

'注 3)

 

. 

.

.

.

. 

,
■
. 

. 

V

-
 
-
■ 

. 

' 

.

.

.

.

.

.

.

v
o
n
:

 

S
a
c
h
s
e
n
:

で
，あ

る

。

こ

れ

は

ザ

ク

：

.

セ
ン
の
.

大
部
分
を
含
む
地
域
の
.

都

市

と

い

ち

市

場

町
.

と
い
わ
ず
、.
農
村
と
い
わ
ず
、
そ
の
他
一
切
の 

自
立
的
な
集
落
の
：歴
史
を
地
理
的
位
置
、
.'

制
度
史
、;'
■

■

集
落
形
態
二
.

(

耕
地
形
態)

>

;

人(

ロ
数
：
行
政
哲
域
め
所
員
、
グ
ル
ン
ト
へ
：
ル
の
所
属
，
教
会
制
： 

度
，
：歴

史

的

集

薫
f

項
目
に
|

り
、''
'

:

翬

に

|

し

轰

為
 

て
请
益
な
I

.

、,
第

一
.

に
、
そ
：
 

こ
に
は
農
村
と
共
.

に
都
市
：s

t
a
d
t

 

.

の
み
な
ら
ず
、
小
都
市
：

s
t
M
t
c
h
e
n
、

市
場
町
.F

l
e
c
k
e
n
.

も

残

ら

ず

収

録

さ

れ

て

，
い
：

.

る

：こ.と

.、

」

第

ー

一

に

都

市

成 

立
の
仕
方
が
農
村
か
ら
'

の
自
生
的
な
成
立
：で
あ
名
か
、'
:

計
画
的
な
淹
れ
ヤ：

あ
る
か
に
つ
い
で
の
記
述
が
汞
さ
れ
弋
い
る
こ
と
、
第
三
に
人
ロ
；数
.の 

:

歴
史
的
変
化
が
1

ホ
さ
れ
て
：い
る
と
と
’

へ
第
四
.

に
都
市
制
度
^

つ
い
，て
0

変
化
も
読
み
と
ら
れ
ゐ
.

こ
七
等
ヤ
あ
る
':
°

特
に
第
3

^

に
つ
い
V

0

記
述
は
、：
ど
フ
ッ
ポ
マ
を
の
統
計
で
は
不
明
確
せ
务
っ
た
都
市
成
立
の
仕
方
’
前
提
ー
と
な
る
定
住
等
に
つ
い
そ
多
く
の
ー
ポ 

■

て

く

れ

る

^

の

で

あ

る

':
;0

さ

で

：
こ
：
の

ブ

.

ラ
夕
ュ
.

ヶ
0

史
料
如
ら
作
成
1>

た
；の
'

が
、-:

ら
の
自
生
型
と
計
画
的
建
設
型
と
に
区
別
じ
で
广
そ
の
夫
タ
の
時
代
別
め
発
生
を
調
べ
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

':
-'
/

'

, 

.
，

ノ 

.
 

. 

J 

'

ン
こ
，の
表
I

読
み
と
れ
る
第
I

I

徴
g

 

I

t

.

の
発
生
I

点

は

十

疆
I

あ
り

…

西
ド
ィ
I

体
の
古
1

都
市
譲
期
と
一 

致
し
て
い
る
こ
之
、
，と
同
時
に
'̂

れ
ら
中
世
盛
期
を
頂
点
と
し
：近
世
初
頭
ま
で
続
く
都
市
は
、
レ
ず
れ
も
計
画
型
セ
.

あ
^

て
、、
農
村
ょ
り
の
自
生

'

.

一(

注.
6)

.

. 

, 

.'
■
- 

-:■
■

■-

型

が
--

つ
し
か
な
い
こ
と
で
：あ
ろ
ぅ
-0
,

-

れ
に
：対
し
第
一
:

ー.
の
特
徴
は
こ
.

の

都

市

ょ

り

や

や

ぉ

そ

く

、

..

..十

四

世

紀

に

頂

点

を

も

つ

小

都

市

群

の

広

範

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

*
• 
-

 

■
-
.
 

.

.

.

な
成
立
が
み
ら
れ
る
こ
'

l

l

r

そ
れ
ら
t

都
市
は
十
I

紀
^

^

^

.

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
：に
つ
い
て
㈠

 

' 

-

十
一
五：
' (

ニ
ニ
一
：ニ) 

•

へ.
.-
:

 

, 

.

.

. 

. 

. 

. 

. 

W
 

^
 

.

.

.

.

:■
■ 

:



.'
■'
五
世
紀.
_

九
;:
'
:
十
方
說
識
ぬ_

ー
读
世
讚
■

全
嗓
に
族
や
成
立;^
變

■
;
.

義

土

往
^

十
に
対
じ
自
.

四
十
.

八
.

■

顏

ー

型

が

决

着

衡

_

_

_

霖

：
_

湯

|
惠

 

画
1*

十
1

.

自

生

型:,
/

で
ぐ
：
庄^

的

に
^;

画

型

；が

邊

い

'^
^

对

奪

：
十

©

爾 

十

六
:li
t

紀

に

は
-1

対十
： .

一；i

自
生
型
が
計
画
，
を
圧
倒

r

(：

自
^
!

型
の
^

狀
ホ
© '-

r
3 :.

.

.7 -

世
紀
；を
主
な
成
泣
期
と

.

4

で.
；い
洛
七.
と
が
■

寒

：
こ
れ
は
先
に
グ
：ラ
：€'
卜

マ_
ン
の
所
論
に
ぉ
い
て-
^

は
’り
ト 

:

都
市
群
の
中
で' '

第
-

段
階
に
計_

建
設
型
、：
第
ー
ぼ 

こ
の
ニ
段
階
が
重
な
り̂

っ
ー
て
直
接
連«

し
|

|

#

い4

石
型
小
都
市
：
I

s

型)

，
备

典

的

中
£

沛
ぬ
続
く,

世
型
小
都̂

は

づ

き

り

爵

戈

る

。
，
さ
.
て
以
土の

：：

よ
う
に
第
：マ
段
階
通
翁
典
的
中
泄
響
_

ー
；
ー

段

階

馨

中

世

都

市

的

小

都

市

、

第
一
一
一
段
階
め
自
生
的
小 

賴

市_(

ィ

石

型

)

の

三

段1^
に

続

、

て

證
&
^

に

市

場

前

成

立

：
が

.
み
ら
れ
名^ -
こ
の
市
場
町
株
農
村
よ
り
の
自
生
的
定
主
.
で
あ
っ
て
、
 

.
計
画
型
と
の
比
率
はK

十.

対

す

る

き

；舊

的

に

多

い

。
こ
の
麗
的
市
場
町
.
の
成
立
期
を.
み
る
と±

ー：ー
ハ
：四̂

る
ヵ
'-,

十
五
世
紀
ヵ̂

十
九
世
紀.
に.
か
げ
：て
長
期
間
に'か
な
り
の
数
が
成
立
し̂;
こ
め
内
十
六
世
紀.が
第I

の
頂
点
、.
第
二
の
貝
点
がf.

八
世
紀
に
あ
る
。
.
.
',
.
.
'
-.
.
:
'：......
:し..
，..
'.
.
;
'
'.

V
' _  

^

こ
の
よ
う
に
ザ
ク
セ
ン
の
都
市
的
定
住
の
発
生
は
：四
段
階
に
分
が
れ
、
近
世
初
頭
以
降
の
農
村

f

m

:

f

と
共
に
、
中
世
後
期 

の
ニ
つ
の
型
の
小
荀
市
群
、.

特
に
農
村
市
場
.

の
中
世
都
市
化
型
，(

化
石
型)

' 

の
大
量
の
成
立
が
注
目
さ
れ
る
。
ご
の
よ
う
な
小
都
市
、
市
場
町
に
つ 

.

い
て
の
型
の
分
類
は
、.
：今
ま
で
：の
と
こ
ろ
定
住
形
態
に
よ
I

ラ
シ
ュ
ー
ヶ
の
記
述
を
肇
と
し
■

，の
で
あ
る
が
、
ブ
ラク

ュ
ヶ
の
他
の
論
文
か 

ら
都
市
の
：制
度
的
側
面
に
よ
る
分
類
雰
析
し
，て

み

钱

，
こ
れ
は
時
代
的
に
は
十
六
世
紀
迄

■
扱

っ

て

：

い

な

い

が

、

今

兵
 

て
.

示
す
と
小
都
市
に
つ
い
て
は
、-
都
市
：.

半
都
市
•

半
農
村
•

繁
村
の

四

プ

め

型

、：
市
場
町
に
：つ
い
，て
は
、
.

都
市
的
•
半
農
村
的

•
純
農
村

I

第 £  表 ：Sachsen

1 ^ 3
小 都 市 市 場 町

純 農  
村 的

半 農  
村，的

半 都  
市 的 都市的 純 農  

村. 的 . 半 農  
村/的

半 都  
市 的 都市的

12 c 0 0 0 1 0 0 、 0 0
13 c 3 • 8 1 2 0 0 0 0
14 Q 7 10 0 4 1. 1 0 1
15 c 7 7 3 3 3 2 0 1
16c 12 2 4 , 1 .5 0 0 0
計 29 27 8 11 9 3 0. 2

的
の
三
つ
の
型
が
あ
る
。
都
市
若
し
く
は
.

都
市
的
と
は
行
政
機
関
の
長
が
市
長

B
i
i
r

.OQ
e
m
e
i
s
t
e
r

で
あ
り
、

下
級
裁
判
権
も
市
参
事
会

R
a
t

の 

手
中
に
あ
る
型
で
、
半
都
市
的
と
は
'

下
級
裁
判
権
は
市
参
事
会
に
あ
る
が
、
行
政
機
関
の
長
に
都
市
裁
判
官
.
，S

t
a
d
t
r
i
c
h
t
e
r

 

(
恐
ら
く
領
主
の
任
命.

•

す
る)

.

が
な
る
と
い
ぅ
型
で
、
実
質
的
に
は
都
市
に
近
い
。
半
農
村
的
と
は
こ
れ
と
逆
.

で
行
政
機
関
.

の
長
.

は
市
長
で
あ
る
.

が
、
下
級
裁
判
権
の
方

は
グ
ル
ン'
ト
へ
ル
に
把
握
さ
れ
て
：い

る

も

の

で

、実
質
的
に
は
む
し
ろ
農
村
に
近
い
。
純
農
村
的
と
は
V

,

行
政
機
関
も
都
市
裁
判
長
、
裁
判
権
も

•
 

.
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r
 

g
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o
 

o

1

1.
o
 

2

 

<
 ,

グ

ル

ン

ト

へ

ル

と
. *
質

的

に

は

農

村

と

同

じ

制

度

の

都

市

的

定

住

で

あ

る

。

そ

こ

で

第

五

表

を

み 

♦

■
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0
:
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0
:
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5-
un
d

,I
-

.

る
■

と

、

小

都

市

.の

内

、

都

市

型

十

一

で

頂

点

は

十

四

世

紀

'

半
都
市
型
八
で
頂
点
は
土
ハ
世
紀
、

一
 

“

半
市
、

■ 

i
f

:

半
農
村
型
ー
.

ー
ナ
セ
で
頂
点
は
十
四
-»
|5
'

純
員
^

_

.

は
ー
；

九
で
頂
点
は
十
六
世
紀
で
、
敎
的
に 

u

o 

O

1

2. 
o 

- 

,

3

'

.

ml
6

K.
B

:

は
先
の
分
類
.

よ
り
は
る
か
に
農
村
的
な
性
格
が
制
度
的
に
は
：強
い
こ
と
が
判
る
。：：：
こ
れ
は
計
画
型
.
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農
的
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9dt
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と
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の
小
都
市
で
も
実
質
的
に
'は
農
村
的
性
格
の
制
度
じ
か
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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；
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先
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統
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よ
り
お
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、
し
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も
十
五
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紀
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、'
合
と
同
様
で
あ
る
が
,'

こ
こ
で
も
都
市
の
実
質
を
も
つ
も
の
ニ
が
存
在
す
る
と
‘ど
を
忘
れ
て
は
な

ィ
-

2

基

ら

な

ぃ

。
. 

，

.

.
#
/

制
/

.

C

さ
て
ザ
ク
セ
ン
の
諸
都
市
に
つ
い
.

て
の

Y

般
的
な
分
析
は
こ
の
‘

程
度
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
最
初 
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区
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れ
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形

態

を

も

つ

型

：に

：つ

い

.

て
は
、
十
三
，•
四
世
紀
に
他
よ
り
少
い
割
合
で
.

は
あ
る
が

T

応
の
成
立
が
み
.̂

れ̂
^

つ
い
て
は
、
他
よ
り
少
い
割
合
で
あ
る
ば
：か
り
か
、
計
画
的
な
型
'

の
小
都
市
に
対
す
る
割
合
に
お
い
.

て
も
，
.

他
地
域
に
比
べ
.著
し
く
低
い
率
で
し 

か
な
い
こ
と
.

、が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
他
地
域
で
は
十
五
•

六
世
紀
ま
で
.

織
行
^

る
自
生
型
小
都
市
の
発
生
が
、
こ
.

の
'地
域
め
み
十
四
世
紀
で
終 

了

し

、
十
五
世
.

紀
以
降
ー
つ
'

も
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
す
ベ
き
こ
：と
.

は
、
.

他

地
^ '
で

身

小

都

市

の

成

立

期

に

速

続

し

て

み

ら

れ

る
i

村
的
亦
場
町
の
敗
立
が
、
；こ
こ
で
は
小
都
市
成
立
期
と
断
絶
し
て
十
八
-,

九
世
紀
に
そ
の
.

頂
点
を
迎
え
る
の
で
あ
る
。
'
こ
の
よ
う
な
こ
の
地

'

■ 

. 

- 

,
 

,
 

. 

‘

. 

. 

. 

. 

'

域
：の
都
市
発
生
の
独
自
性
の
歴
史
的
意
味
に
.

つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
さ
れ
る
が
、
今
こ
の
地
域
の
特
殊
性
を
ま
：.と
め
れ
ば
、
，中
世
後
期
、
近
世 

初
頭
ま
で
の
、都
市
成
*:

に
お
い
て
は
、
*

典
的
中
世
.

都
市
と
こ
れ
.

に
続
ぐ
中
世
的
小
都
沛
が
支
配
的
で
あ
り
、
農
村
か
ら
の
自
生
的
な
小
都
市
、

\

市
場
町
は
.

こ
れ
に
圧
倒
さ
れ
て
お
り
、：
極
め
て
微
弱
に
し
か
発
生
し
て
い
な
い
と
い
え
る
。

さ
て
也
の
三
地
域
の
内
、.
エ
：.ル
ッ
山
地
地
帯
と
中
部
：ザ
ク
セ
ン
は
全
体
の
傾
向
と
ほ
ぼ
1

致
し
^

^

合
が
特
徴
的
で
あ
る
。.
す
な
わ
ち
都
市
に
つ
い
.

て
も
十
三
世
漱
の
頂
点
以
外
.

に

十

五

世

紀

に

第

ニ

の

頂

点

を

も

：
っ

て

い

る

し

、

.:
'
小

都

市

に

つ

ぃ

て 

.

は
、
農
村
よ
り
の
自
生
型
が
、
計
画
的
建
設
.

型
を
圧
倒
し
て
お
り
、
.
こ
れ
に
続
く
農
村
的
市
場
町
も
他
の
地
域
よ
り
も
強
く
士
ハ
世
紀
と
十
八
世 

紀
に
二
つ
の
頂
点
を
も
っ
て
：い
る
。
こ
の
内
、十
五
世
紀
の
都
市
成
立
の
第
一
一
の
頂
点
.

は
後
に
み
る
よ
う
に
鉱
山
業
の
.降
盛
に
伴
う
鉱
山
都
市
で
あ 

る
！

：

結
局
こ
の
，地
方
の
都
市
成
立
の
特
徴
は
古
典
的
中
世
.

都
市
や
.

半
中
世
的
小
都
市
に
対
す
る
農
村
か
ら
の
自
生
的
小
都
市
、
市
場
町
の
優 

勢
と
い
う

A
.
J

と
が
出
来
上
う
。
こ
れ
に
対
し
中
部
ザ
ク
セ
ゾ
は
十
三
世
紀
.

の
古
典
的
な
都
市
成
立
期
、
十
四
.

五
世
紀
の
計
画
的
小
都
市
、
十
五
•
 

六
他
紀
の
農
村
が
ら
の
自
生
型
'

小
都
市
、.
十
六
世
紀
を
頂
点
と
す
る
_

霧
町
の
成
立
^

ほ
ぼ
全
体
0-

傾
向
に
ー(

致
し
、
中
世
的
都
市
体
制
と
農
村

か
ら
の
自
生
型
都
市
体
制
'(

近
世
的
都
一
市
体
制)

が
大
体
均
衡
し
合
っ
て
い
る
と
い
っ
て
，̂
か
ろ
う
。

最
後
に
北
西
ザ

ク

セ
ン
を
み
る
と
、
こ

こ

で

.

.

.

 

.

 

.

.

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

 

■

 

•

.
は
十
三
世
紀
.

の
.

古
典
的
都
市
建
^'

は
他
と
同
じ
.

で
：あ
る
が
、：.
，
こ

れ

に

続

く

計

画

的

小

都

市

は

十

三

：世

紀

に

古

典

的

な

，そ

れ

と

^

^

-

し
て
.

い
る
だ
け
で
：
：農
村
よ
ヴ
の
自
生
型
小
都
市
が
、\'
こ
れ
を
は
る
か
に
庄
倒

(

し

：て

十

四

世

紀
‘

十
六
世
紀
に
^

^

^

つ
：め
頂
点
を
も
.

っ
て
い
る
。
さ

.
 

■
 

-
 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.•
:
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.
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.
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.

.

.

.
 

.

.

.

.
近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
濃
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
い
て
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第 六 表

.

も
の
.
.
.で
.

あ
る
：が
、，；
 

'.ま
ず

注
目
さ 

.:

れ
る
の
は
、
地
域
間
の
不
均
等 

.

性

で

あ

ろ

ぅ

。
-:
特

に

上
ラ
ウ
ズ 

ィ
ッ
ッ
と
他

地
域
の
間
の
都
市 

発
生
の
.不
均
等
性
は
甚
だ
大
で 

あ
る
。
す
な
わ
ち
他
の
三
地
域 

が
多
少
の
偏
差
を
伴
い
つ
つ 

■-

も

、

基

本

的

に

.
は

全

体

の

統

計 

の
示
す
傾
向
と
一
.致
し
て
い
る 

の
に
対
し
、
上
ラ
ウ
ズ

ィ
ッ
ツ

'

だ
け
が
、
全
体
の
傾
向
か
ら
著 

,

し
く
離
れ
た
'

も
の
と
.

な
.

，っ.
て
い
. 

る
，
上
ラ
:̂

ズ
ィ
ツ
ッ
.

で
は
、

:

十
三
世
紀
を
頂
点
と
す
る
都
市 

:

は

、
他

と

ほ

ぼ

.同

様

で

あ
る
が
、
 

小
都
市
の
発
生
に
お
い
て
他
と 

の
差
異
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
 

こ
の
内

、
，
計
画
的
建
設
の
定
住

二

八

c

ニ
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ら
に
*

1

^

布

場

町

の

成

立

：は

比

較

的

弱

:<
:
、
：:1.
:

か

％
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；
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.
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娈
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第 七 表

Bautzen Oschatz Ch麵 肽 ’

成 立 時 期 騎士農場 
のある村 な' い: 村: 騎士農場 'のもる村. なぃ 村 騎士農場 

わあ■る村 なノし村.
16 c ' 66 29 13
17 c 44 10 10
18 c .13 2
19 c 4 0 0 へ..

計 127 111 41 105 27 104
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.
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場
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成

立

し

た

村
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が
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：ざ
れ
て
い
る
。
ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
の
指
摘
し
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い
る
よ
う
：に
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騎
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農
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グ
ー
ッ
へ
ル
シ
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フ
ト
の
成
立
は
皆
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で
あ
.つ
た
訳
で
は
な
く
、
：オ
シ
ャ
ッ
ッ
.、
ヶ
ム
ニ
ッ
ッ
の 

M

6C
7C
8C
9C

夫
々
に
も
そ
：の
存
在
は
確
認
し
う
る
。
こ
の
史
料
で
は
.

そ

の

大

き

さ

、

成

立

の
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方
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ぬ
.

が
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ラ
ツ
ュ
.

ヶ
は
別
の
論
文
で
既
存
の
直
営
地
.

の
拡
大
^
、
個
々
の
農
民
保
有
地
の
犠
牲

!

ベ
-

:

.

~ ~

新
設
と
、
主
村
落
の
耕
地
の
犠
牲
.

に
よ
.る
騎
士
農
場
の
拡
太
も
し
く
は
新
設
め
三
通
り
の
成
立
が
.

あ
る
；
 ̂

J

.
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と
.

を
指
摘
、：，
こ
の
内
、
|

の
最
も
本
格
的
な
型
は
比
較
窜
く
土
ハ
世
|3
.

に
集
中
し
、；
し
|

ン

.

_

^

六
世
紀
後
半
か
ら
十
八
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紀
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が
け
て
集
中
し
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特
に
第
.

ー
の
型
が
個
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農
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強
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買
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に
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多
く
成
立
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し
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ザ

ク

セ

ン
.

南
部
の
ド
レ
'
:
.ス
デ
シ
近
辺
に
集
中
し
て
.

い
る
齡
対
し
て
、
'

第
三
の
型
は
ボ
、ル
ナ
、
オ
シ
ャ
ツ
ツ
、

グ
ロ
ー
セ
.ン
ハ
ィ
ン
を
結
ぶ
北
西
ザ
ク
セ
ン
か
ら
中
部
ザ
グ
セ
ソ

北
部
に
か
け
て
多
く
、
ケ
1

ム̂

^

ダ
周
辺
は
割
合
少
く
、'
.

強

/>
て

い

え

ポ

第

ー

一

■«
 

•へ-.

の
里
が
み
ら
れ
る
と
し
で
い
る
。
さ

て
こ
の
よ
う
に
■
'

エ
ル
べ
北
西
の
ザ
ク
セ
.

シ

で

も

多

少

の

グ

！

ソ

_
.

へ
：ル
シ
ャ
フ
ト
へ
.

の
志
向
は
存
在
し
、
特
に 

オ
シ
ャ
ツ
ツ
近
辺
は
ヶ
ム
~

ッ
ツ
近
辺
に
対
し
ず
づ
と
多
い
の
で
あ
る
が
、
上
|

'

ズ
ィ
ッ
：ツ
と
比
ベ
る
と
V

騎
士
農
場
成
立
の
村
と

そ
う
で
な
い 

.

村
と
の
比
率
は
压
倒
的
に
上
ラ
ウ
ズ
ィ
.
.ッ
ジ
が
高
い
。
純
粋
に
.

騎
士
農
場
.■

の
記
述
.

の

あ

る

も

の

だ

げ

で

み
？)
'
と

上

ラ

ウ

ズ

ィ

ッ

ツ

で

は

五

十

七

.

,

六
対
四

-
H
T
g
r

ホ
シ
ャ
ッ
ッ
，で
は
二
十
八
‘
 

ニ
対
七
十
_

ー：：
 

•
 

A

>

,
 

A

 

^
 

^

 

^

^

^

^

•

四

の

比

率

と

な

る

。
.
そ

し

て

上 

ラ
ウ

K

ィ
ッ
ツ
の
騎
士
.

農
場
の
約
半
数
が
十
六
世
紀
に
.

集
中
し
p

f

、：_

こ
れ
に
十
七
世
紀
の
®

十
四
が
続
い
て
，い
る
f

を
，み
る
と
.、
先
の
都 

.

市
成
立
に
お
い
て
こ
0

地
域
ボ
,

六
世
紀
に
全
く
の
：空
白
期
を
迎
え
て
：い
る
こ
と
が
、.
グ
：|

ツ
へ
'

ル
：シ
.

ャ
フ
卜
の
広
範
^

て
い
.

る
と
と
を
推
定
せ
ざ
る
を
：え
な
い
。
従
.

つ；て
農
村
市
場
め
成
立
、
発
展
を
こ
の
'

地
域
に
お
い
：て
阻
ん
だ
：の
も
農
業
制
度
に
.お
げ
る
封
建
反
動 

の

I

方
的
勝
羽
；■

(

ダ
-
ッ
へ
ル
シ
ャ
フ
卜

体
制
の
等
立)

で
お
る
と
い
ラ
こ
と
が
で
ぎ
找
：^

。
•

こ
の
地
方
は
周
知
の
よ
う
に
ザ
ク
セ
.ン
の
中
で
も
早
く

+

(

注
11) 

..

力

ら

麻

織

物

工

業

が

行

わ

れ

、

十

五

，•
六

-f
t

.紀
に
は

ツ
ン
ブ
ト
ン
ヵ
ウ

フ
と
い
.

わ
れ
る
独
自
の
：製
品
扳
宽
法
ま

で

あ

み
'だ
し

た

地

域

で

あ

る

が

、

''

そ

の

よ

う

な

社

会

的

分

業

も

、

か

'か

る

封

建

反

動

'

の
強
化
の
中
で
進
展
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
ツ

y

フ
ト
•

ヵ
ウ
フ
：が
象
徴
的
に
示
す
よ 

う
に
あ
く
ま
で
中
世
的
都
市
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、.

農
村
エ
擎
へ
の
ツ
ン
，
フ
ト
保
守
主
義
.

の
露
骨
^

に
.

成
功
を
.

お
さ
め
た
と
い
い
う
る
'

の
で
あ
1̂

尤
も
こ
の
地
春
も
十
八
‘

：九
世
.

紀
に
：は
構
_

滞
の
枠
を
；破

考

：農
村
的
市
場
.町
が
大
量
に 

成
立

0

て
く
.

る

，
翌

あ

吝

が

、

'.
:

こ
れ
は
--
*

方
_

グ

ー

ツ̂

ル
^

ャ
ラ̂

身
と
1;〈

て
評
価
1,

う
る
と
_

、
他
方
セ
ゆ
グ
；1
.

ツ
.

へ
：々
^

•

:

近
世
初
頭
中
部
ド
ィ
ッ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
づ)

て
：

|
:
: 

.

.

■

.

V

-

:■

. 

. 

, 

. 

.

.

. 

- 

. 

- 

. 

. 
-

■

:

 

. 
' 

.-

....パ
 

/ 

.

.

.

.

.

. 

•
.
.
.

: 

/■
 
.
 

' 

. 
r . . 

- 

- 

• 

...... 

V 

-

パ

料

^

:

：:

^

^

讚S
E
E
S

lll
s
s
s
i
i

請
,

i

 

砭



kj
l

降
.

の
：農
：&

^

場
时
十
ー
1

1

の
冉
プ
.

八
ま
で
が
騄
：士

廣

場

0

^

で
に
；成

立

せ
^

. 

■
(

注
13)

化
、
農
奴
的
労
働
•

の
賃
労
働
化
に
よ
る
局
地
的
商
品
市
場
の
形
成
と
し
て
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。‘
か
く
し
て
我
々
は
上
ラ
ゥ
ズ
ィ
ッ
ッ
の
特
殊
な

都
市
成
立
：.：の
究
明
が
ぢ
へ
農
村
市
場
め
成
立
、::
!

鹿
開
が
基
本
的
_

は

農

村

共

同

体

内

部

の

事

情

、

「

：と

り

：わ

け

共

同

体

と

領

主

と

0

関
係
'

に
よ
0
て

.

.

•■
:

- 

. 

-
,.
■

■
 

: 

.

:

.

■

■■
'

. 

:
 . 

: 

- 

, 

' 

: 

■ 

■

-

規
定
さ
れ

H

い
®

ご
起
を
知
ゲ
^'

た
。
毛
し
：て
上
.

ラ
.

ゥ
ズ
ィ
少
^

'

の

例

は

極

端

：な

反

動

化

に

よ

.

る
農
村
市
揚
の
庄
殺
、と̂
 

端
な
道
.

(

い
屮
ゆ
る
プ
：ロ
を
ァ
型
ウ
道)

を

端

的

：に
^

^

た
：と

い

え

よ

う

。
：：
こ

め

^

 ̂

セ
シ
の
他
地
域
は
、
.'
-基
本
的
に
は
ブ

‘ 

-

-

-

■
:

:
.

.(

生 

W)

■

ラ
ジ
.

ュ'
:

ゲ
:>

リ
4

 

K

ゲ
が
実
証
に
：よ
っ
：.て
確
認
じ
て
い
る
よ
う
に
，
独
立
小
農
民
層
.

の

支

配

的

な

地

域

：で

あ

り

、

.

封
建
領
主
は
.こ
れ
ら
独
立
小
農

■ 

- 

- 

' 

■ 

• 

. 

.

.

.

.

. 

- 

- 

•

民
の
結
集
す
る
農
村
共
同
体
を
上
か
ら
把
握
す
る
こ
：と
に
よ
っ
て
の
み
そ
の
支
配
体
制
を
維
持
し
え
て
.

い
：た
の
で
あ
0

て
、
こ
の

よ

う

な
農
民
層

,

■.の
相
対
的
有
利
ざ
こ
そ
、
せ
★

め̂

員
の
®

展
を
深
め
フ
そ
'

こ
が
ら
員
#

|*
1

^

に
.

お
'

け
る
市
場
閨
係
.

を

か

.な

り

広

く

成

立

せ

し

め

だ

基

本

原

因

で

S

5

)

:

あ

ろ

う

,'
0
勿
論
と
れ
ら
ー1:

一
地
簡
に
も
不
均
等
性
は
存
在
し
、
特
に
北
西
ザ
み
七
ン
ハ
の
場
合
農
村
よ
り
の
自
生
的
小
都
市
^

化
石
型
ゲ
が
割
合
多
い
：

. 

. 

.

こ
と
と
農
村
的
市
場
町
.

が
他
|

_

少
.

い
と
い
う
特
徴
を
も
ち
、じ

う
な
構
造
停
滞
の
原
因
も
や
は
り
先
に
み
た
上
う
な
こ
.

の
地
域
の
本
格
的
騎
士
農
場
.

の
か
な
り
"

の
成
立
：に
求
め
ら
.

れ
る
の
.

で
は
な
か
ろ
う
か
。
ブ

* 

.

.

.

.

.ラ
ジ
ュ
ケ
の
実
証
、..
'

先

.の

統

計

は
こ

の
推
定
を
十
分
裏
^

け
.：で
ぐ

.れ

.る
。
.
'
;
尤
も
全
村
落
.の
騎
士
農
場
へ
0
転
化
と
-い
,っ
.
.て
も

、

ブ

ラ
ゾ
ュ
ヶ
の
い

う
よ
う
に
、
主
：に
荒
廃
せ
る
村
落
の
領
主
に
よ
石
利
用
で
あ
る
か
ら
、
本
ル
：べ
以
東
の
.

そ

れ

と

は

区

別

さ

れ

る

べ

き

：で

あ

る

、私

、
：；
こ

の

：よ

う

な

領

主
直
営
地
の
大
規
模
の
拡
大
は
、
領
主
と
農
馬
の
力
関
紙
に
明
ら
か
に
影
響
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
農
村
市
場
の
進
展
の
ス
ト
ッ
プ
と
化
石

. 

:
'
1
-
6

) 

■- 

- 

化
を
こ
の
地
域
に
も
た
ら
し
た
蕋
本
原
因
と
し
.

う
る
：で
.
.あ
ろ
う
。
従

：っ
て
西
北
ザ
ク
セ
ン
は
農
業
制
度
に
お
.

い
て
も
、
都
市
構
造
に
つ
い
て
も
、

H

ル
べ
以
西
.

の
中
で
.

は
よ
り
構
造
停
滞
的
な
型

(

自
生
型
の
.

太
半
が
化
石
す
る
：
こ
，；と
に
よ
り
、
，：
中
世
都

市

的

市

場

構

造

が

支

配

的

：で
あ

.

る
よ
う
な)

を
示
し

て
い
る
こ
と
.

に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
他
の
一
一
地
域
、：

特
に
キ
ル
ッ
山
地
地
帯
の
自
生
的
小
都
市
：を
数
的
に
上
廻
る
農
村
的
市
場
町
の
成
立
は
、
こ

•. 

*

の
地
方
の
農
民
層
'

の
領
主
：に
対
す
る
相
対
的
有
利
さ
を
ま
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
特
に
集
落
形
態
が
岳
陵
地
帯
が
ら
山
地
べ
が
け
て
の
森
林
地

带

に

ぉ

け

る

森

林

フ

ー

へ

も

し

く

は

散

村

が

支

配

的

で

あ

る

こ

と

と

も

関

係

が

あ

る

と

思

わ

^

^

。

.

こ
の
よ
う
に
農
村
市
場
の
進
展
を
も
た
ら
す
菡
本
原
因
は
、
農
村
内
部
の
.

事
情
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
共
に
こ

Q

よ

う

な
蓮

本

的

前

に
支

え

ら
 

れ
て
対
会
的
分
業
が
、ど
こ
文
で
農
村
内
部
に
办
い
.

展
開
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
農
村
市
場
発
展
：の
第
二
の
重
要
な
契
機
で
.

あ

り

、

先

の

一一
 

地
域
は
こ
0

点
'^

つ
：1>て
の
11
.

契
な
示
唆
を
我
ギ
に
与
.

え
て
<

れ
る
。.

.

'

''
-

し

-

注(

1)

.
こ
の
問
題
に
.
つ
ゝ
い
て
は
大
塚
久
雄「

資
本
主
義
並
会
の
形
成
”
 

弘
文
堂
六
丨
所
仅
’
“
同

氏
^
欧
州
経
済
史
/

百
十
三
丨
百
七
十
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.頁

同

氏

馨

「

西
徉
燧
済
史
講
座」

1
1
.

巻
.

氏
.総
説1

一

一

一

三

十

四

頁

，

同

氏
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共
同
取
内
分
業
の
：存
在
形
態
と
そ
の
展
爾
め
諸
様
相—

共
同
体
解
本
の
歴 

.

史
的
前
提
条
件
の
.解
明
と
い
う
視
角
€

丨」

：
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経
済
学
論
集
'

1
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号

八
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S
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1
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セ
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な
お
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ム
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の

中
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地

竦

フ
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も
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つ'
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い
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m
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e
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i
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 Sachsen, 

T
O
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A 

w
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101:
'

に
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ブ
ラ
シ
へ
ユ
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ケ
'の
作
成
し,旁

.ク

こ

れ

を

み

る

と

最

西

部

：

の
.ツ
ヴ
ィ

カ

ウ

、

、プ
ラ
ウ 

-
ン
地
方
に
す
ら
そ
：の

存

在

を

確

認

し

う

る

。
：：
ま

た

ケ

5 

:ツ
：
ツ
の.シ
ユ
：小

ラ

ィ>
ド

.ル
；
フ

村

、
：
才

，

.シ
々
'ツ「

ツ
の
.ゲ
テ
ィ
.：ツ
ツ
村
は
他
の
地
域
の
十
五
ヵ
村
と 

ン

I

.:
'
荒

廃

村

落

全

体I

し
.く
騎

士

蠢

が

設

置

さ

れ

た。
f
 
.
v
s
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ま
た
：ケ
ム
ニ
.
ツ

ツ

周

辺

の

修

道

襲

の

ノ

ィ

キ
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へ
村
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、
宗
教
改
革
に
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る
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世

俗

化

を

機

会
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晨

士

；邊

場

設

立

の

為

、
：：

’農

爱

：上
げ
が
行
わ
れ
て
：ぃ
る
、

、

：
：、
ぺ
^̂ 

' 

V
 

.

>

(

6:)

.
I
b
i
d
.
, 

S
S
.
103-11

0 '.
'

.

.

■;
•
: 

.

!-
.

■

ン

-
 

P
 

• 

•

;

-

(

及

：

S
S
'
103 I1 Q4 .. 
^

K

^
^

^

 ̂

i

^
 ̂

 ̂

^

(

9

)

：

^
id.rsvlll;

..
':' 

>

'

 

, I

'

'

'

每

ご

.れ
に
3

 

騎
士
農

:

|

初
頭
中
部
ド
ィ
ツ
の
農
村
都
市
、
市
場
町
に
つ
ぃ
て
H

:

し 

-

讀
P

糞
^

^

有̂

^

^

r

a

l

l



三

六

(

ニ
三
四)

;

_

の
成
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と
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分
業
の
.進
展
の
仕
方
及
び
：都
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成
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,

関
係
茫
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祭
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